
大分市建設工事等の契約に係る入札結果等の公表に関する要綱 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、本市が発注する建設工事等（建設工事（建設業法（昭和２４年 

法律第１００号）第２条第１項に規定する建設工事をいう。以下同じ。）又は建設コ 

ンサルタント業務等 （建設工事に関する測量、地質調査、建設コンサルタント業務 

又は補償コンサルタント業務をいう。以下同じ。）をいう。以下同じ。）に係る競争 

入札及び随意契約（以下「入札等」という。）について入札等の公正を確保し、適正 

化を図るため、入札結果等（次条第１号及び第２号に掲げる結果並びに第３号に掲げ 

る内容をいう。以下同じ。）の公表に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（公表の範囲等） 

第２条 入札結果等の公表の対象は、入札等により発注する建設工事等で、建設工事 

にあっては予定価格が１３０万円を、建設コンサルタント業務等にあっては予定価 

格が５０万円を超えるものとし、公表の範囲は次の各号に掲げる結果又は内容の区 

分に応じ、当該各号に定める事項とする。 

（１）指名結果（指名競争入札の場合に限る。） 次に掲げる事項 

ア 建設工事等の名称及び場所 

イ 開札予定日 

ウ 指名した者の商号又は名称 

エ 予定価格 

（２）入札又は見積りの結果 次に掲げる事項 

ア 建設工事等の名称及び場所 

イ 開札日又は見積書開封の日 

ウ 入札者（見積書を提出した者を含む。）の商号又は名称及び入札金額又は 

見積金額 

エ 落札者（随意契約により契約を締結をした者を含む。）の商号又は名称及び 

落札金額（見積書により契約を締結をした場合にあっては、契約金額） 

  オ 予定価格 

カ 一般競争入札に参加しようとした者の商号又は名称並びにその者のうち当該 

入札に参加させなかった者の商号又は名称及び理由 

キ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号。以下「政令」という。）第１６ 

７条の１０第２項（政令第１６７条の１３において準用する場合を含む。）の規 

定により最低制限価格制度を採用した場合にあっては、最低制限価格及び最低 

制限価格未満の価格をもって申込みをした者の商号又は名称 

ク 政令第１６７条の１０の２第１項の規定により総合評価一般競争入札を行っ 

た場合にあっては、その理由、低入札価格調査基準価格、低入札価格調査結果 

の概要、各入札参加者の技術評価点及び評価値並びに落札者の決定の理由 

ケ 建設工事に係る指名競争入札の場合にあっては、指名の理由 



コ 公募型指名競争入札の場合にあっては、入札に申込みをし、指名から漏れた 

者の商号又は名称及びその理由 

（３）契約の内容 次に掲げる事項 

ア 建設工事等の名称、場所、種別及び概要 

イ 契約の相手方の商号又は名称及び所在地又は住所 

ウ 契約金額 

エ 建設工事等の着手の時期及び完成の時期 

オ 随意契約の場合にあっては、随意契約の相手方を選定した理由及び予定価格 

カ 契約金額の変更を伴う契約の場合にあっては、アからオまでに掲げる事項及 

び変更の理由 

 

（公表の方法） 

第３条 入札結果等の公表の方法は、閲覧所を設け、又はインターネットを利用して 

本市が開設する公式ホームページ若しくは入札情報サービスシステム（ＰＰＩ）に 

より閲覧に供する方法とし、公表期間は次の各号に掲げる事項の区分に応じ、当該 

各号に定めるとおりとする。 

（１）前条第１号アからエまでに掲げる事項 指名執行の通知をした日又はその翌日 

から当該通知の日の属する年度の翌年度の３月３１日まで 

（２）前条第２号アからコまでに掲げる事項 入札の執行、落札者の決定若しくは見 

積書の開封（以下「入札執行等」という。）の日又はその翌日から当該入札執行 

等の日の属する年度の翌年度の３月３１日まで 

（３）前条第３号アからカまでに掲げる事項 契約の締結若しくは変更契約の締結の 

日又はその翌日から当該締結の日の属する年度の翌年度の３月３１日まで 

 

（閲覧所） 

第４条 前条に規定する閲覧所は、総務部契約監理課とする。 

 

（補則） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、昭和５７年１１月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成６年１１月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成１０年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大分市建設工事請負契約に係る入札結果等の公表に関する要綱の規定は、 

この要綱の施行の日以後に締結する契約に係る入札について適用し、同日前に締結 

した契約に係る入札については、なお従前の例による。 



附 則 

この要綱は、平成１０年１０月２日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１１年３月２日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成１２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の附則第２号の規定は、この要綱の施行の日以後に告示し、又は通知する 

一般競争入札又は指名競争入札に係る予定価格について適用し、同日前に告示し、 

又は通知した一般競争入札又は指名競争入札に係る予定価格については、なお従前 

の例による。 

附 則 

この要綱は、平成１３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成１７年６月１日から施行する。 

（大分市測量・建設コンサルタント業務等の契約に係る入札結果等の公表に関する要 

綱の廃止） 

２ 大分市測量・建設コンサルタント業務等の契約に係る入札結果等の公表に関する 

要綱（平成１１年１０月１日施行）は、廃止する。 

附 則 

この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１９年６月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成２０年６月１日から施行する。 

（大分市建設工事請負契約に係る随意契約の公表に関する要綱の廃止） 

２ 大分市建設工事請負契約に係る随意契約の公表に関する要綱（平成１３年４月１ 

日施行）は、廃止する。 

（大分市測量・建設コンサルタント業務等の契約に係る随意契約の公表に関する要綱） 

３ 大分市測量・建設コンサルタント業務等の契約に係る随意契約の公表に関する要 

綱（平成１１年１０月１日施行）は、廃止する。 

（経過措置） 

４ 改正後の大分市建設工事等の契約に係る入札結果等の公表に関する要綱の規定は、 

この要綱の施行の日以後に公告し、又は通知する競争入札又は随意契約について適 

用し、同日前に公告し、又は通知した競争入札又は随意契約については、なお従前 

の例による。 



附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大分市建設工事等の契約に係る入札結果等の公表に関する要綱の規定は、 

この要綱の施行の日以後に締結する契約に係る入札について適用し、同日前に締結 

した契約に係る入札については、なお従前の例による。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大分市建設工事等の契約に係る入札結果等の公表に関する要綱の規定は、 

この要綱の施行の日以後に行われる建設工事又は建設コンサルタント業務等（以下 

「建設工事等」という。）の指名通知、入札、見積書の徴取による契約の相手方の決 

定及び契約の締結（以下「指名通知等」という。）に係る公表について適用し、同日 

前に行われる建設工事等の指名通知等に係る公表については、なお従前の例による。 


